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■農業参入の動機・きっかけ・目的
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勝部表装(有) (ファーム みなみ)

私たち農家も国土を守る。
来るべき食料難に備えて農地を
綺麗に保とう
気持ちいい汗をもっとかこう！
皆もっとはたらけ！！

法人名 勝部表装有限会社
代表者 勝部義弘

所在地 〒685-0006 隠岐郡隠岐の島町有木クラミ口
46-28

電話 08512-2-3065
設立 平成元年

参入形態 直接参入
事業の種類 平成22年度企業参入・連携支援事業

資本金 7，000千円
（業種） 内装仕上げ工事業、屋外広告業

経営規模 水稲10ｈａ そば2.5ｈａ 白小豆1ｈａ
従業員等 農業部門常時従事者2名 臨時雇用2名

年商 13，000千円
主な販路 ＪＡ、隠岐島内の米屋、田の地主、ファームみなみの会員(島内外50人）

コシヒカリを主に キヌムスメ、つや姫、ヤシロ・ミコトモチ、山田錦と6種類の米作りをしている。
圃場が100近くあるがばらばらに離れている為時間のロスが非常に多い。今後はこのばらばらを良い
方に利用し隣設する田圃等が耕作できるように努力していくつもりです。

本業の内装工事の仕事が減ってきた事、農業は子供の頃から手伝わされてきてた事、8年ほど前に近
くの田圃一枚を借りて米作りに関わってきたこと、どうせやるなら大規模にして一番になりたい事。隠岐
の島の景観（農地）を美しくしたい事。子供や孫に美味しい米を食べさせてやりたい事。33％の補助金
があった事。

100近い圃場には法面も沢山あり草刈りに困難している。大型のハンマーナイフモアなどの機械整備
をし作業従事者の労力の軽減を図り労働力の確保に努める。 自社の農作物（主に米粉）を利用し
て隠岐の島の特産品の加工開発を進めて行く。 果樹（柿・みかん・梅）の分野も序々に進めて行く。

耕作放棄地の再生も年50ａ位づつ進めて行く。


